
交　　通

1　沿 革　　245

2　再　建　計　画　　245

3　軌　道　事　業　　246

4　自動車運送事菓　　248

5　経　営　状　況　　254

6　職員数及び給与　　255

-　7　施 設　　255





港 革

大正1 3年8月1日、当時の近代的交通機関として市営電車が営業格線6・8キロメートル.車両22両

で開通し、以来市勢.の発展と共に漸次略線の拡張を行い、半tft紀以上にわたり市内交通の主要枚関としての

役割を果して来ている。

しかし、近年の高度経済成長を背景とした都市構造の変化モータリゼーションの進展等.いわゆる企業

環境の激変に伴ヽ＼逐年電車は都市交通後閑としての枚能を喪失し、年々利用客の減少と相まって著しい経

営悪化に陥り、順次廃止の運命をたどってきている。

本市においても、昭和3-8年度.営業路線2 5キpメートル、車両8 7屯年間乗客4,24 7万5千人を

ピークとして乗客は減少し、それに伴い逐次路線を廃止してバス輸送に転換しているが.現在なお営業路線

1 2キpメートル3 7両で2系統の路線を運行している.

一方ノミス事業は、昭和2年1 1月23B、電車の補助的交通横関として営業路線1 8キpメートル車両1 7

両で発足したが.その後都市圏の拡大に伴う利用客の増加に対応して、年々路線の拡充を図り,現在営業

キp 1 4 7キpメートノK　22 8両で9 8系統を運行するに至っているが.今日の道路交通の混雑により、

定時運行の確保に支障をきたす等企業環境の悪化傾向に伴い、利用客は漸減の状況である。

2　再　建　計　画

都市交通をとりまく環境の悪化により、交通事業は深刻な経営危枚に直面するに至ったので昭和4 8年度

より財政再建団体とLて、 1 5年間にわたる再建計画を策定し、国及び市」投会計からの財政援助と企業努

力によって、経営健全化を推進していくことになりこの基本方針に沿って、鋭意努力を続けている。

更に今後の都市交通問題についてCも二次にわたる交通問題研究会の報告や現在、進行中の/しソソト・)

‥,X¥,*,・一手IIIIドート..v; 、.叫こ朴Il伯こ　ト二・*K,∴心EtLj　　∴　蝣一・*'l.i∴>. f.
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3　軌,道　事　業(大正13年8月1日事業開始)

(1)輸　送　状　況

事 項 年 度 14 7 4 8 4 9 5 0 5 1

年 間 輸 送 人 員 1 6 2 6 7 ,6 1 7 1 5 2 0 3 ,9 7 0 1 4 ,7 8 8 ,5 3 6 1 3 ,8 8 5 万2 6 l l .3 1 6 ,8 5 0

年 間 走 行 キ (Km ) 1 ,8 7 2 ,1 0 4 .8 1 ,7 1 6 ,7 0 7 .4 1 ,6 1 7 ,9 0 4 .6 1,5 6 7 ,3 5 6 1 ,4 14 ,6 5 4

使 用 車 両 (両 ) 8 ,5 1 2 7 声5 6 7 ,4 3 7 .9 7 2 8 4 .6 7 ,0 9 8 .7

利 用 率 O ) 9 .6 8 .8 8 I4 7 .4 6 .2

乗 車 料 収 入 (PD 3 6 4 ,1 6 7 ,1 9 6 4 6 2 ,1 6 8 月7 2 5 3 3 ,9 7 8 万2 7 7 1 1,5 5 0 ,9 5 0 6 7 7 3 1 6 ,9 9 3

日

辛

均

輸 送 人 .良 4 4 5 6 8 4 1 .6 5 4 4 0 ,5 1 7 3 7 ,9 39 3 1 ,0 0 5

走 行 キ ロ (Km ) 5 ,1 2 9 4 万8 6 4 ,4 3 2 .6 4 2 8 2 .4 3 β7 5 .8

使 用 車 両 (両 ) 2 3 .3 ; 2 1 .5 2 0 .4 1 9 .9 1 9 ー4

乗 車 料 収 入 (R ) 9 9 7 ,7 1 8 1 ,2 6 6 2 1 6 1 ,4 6 2 ,9 5 5 1 ,9 4 4 ,1 2 8 l t8 5 5 ,3 8 9

一 平

車

日均

輸 送 人 員 1 9 1 2 1 ,9 3 5 1.9 8 8 1 ,9 0 6 1ー5 9 4

走 行 キ ロ (K m ) 2 2 0 2 1 8 2 1 7 .5 2 1 5 2 1 9 9 .3

乗 車 料 収 入 (P J > 4 2 ,7 8 4 5 8 ,8 12 7 1 ,7 9 2 9 7 ,6 7 9 9 5 ,4 0 0

表 定 速 度 ( Km / H ) 1 2 2 : 12 .5 1 2 .7 1 2 .6 1 2 .9

(2)　営　業　路　線

事 項 . 華 度 4 7 4 8 4 9 5 0 5 1

路 線 延 長 (血1) 1 2 .0 2 5 1 2 .0 2 5 1 2 .0 2 5 1 2 .0 2 5 1 2 .0 2 5

単 線 延 長 (Kin ) 0 .2 7 7 0 .2 7 7 0 .2 7 7 0 .2 7 7 0 .2 7 7

複 線 延 . 良 (血ー) l l.7 4 8 l l.7 4 8 l l .7 4 8 l l.7 4 8 l l .7 4 8

営 業 路 線 延 長 (血ー) 2 3 .7 7 3 2 3 .7 7 3 2 3 .7 7 3 2 3 .7 7 3 2 3 .7 7 3

運 .転 系 統 孫繍 2 2 2 2 2

停 留 所 数 Cb 所) 3 4 3 4 3 4 3 4 3 4

停 間

留 拒

所 離

.最 長 (K m ) 0 .5 4 0 0 .5 4 0 0 .5 3 4 0 .5 3 4 0 .5 3 4

最 短 (K m ) 0 .1 8 0 0 .1 8 0 0 .1 8 0 0 .1 8 0 0 .1 8 0

平 均 (K m ) 0 .3 6 4 0 .3 6 4 0 .3 6 4 0 .3 6 4 0 .3 6 4

軌 道乗 。仙 許 可 % " ) 2 2 1 1 1
1.2 4 0 1 .2 4 0 0 .6 0 0 0 .6 0 0 0 .6 0 0

(3)　系統別運輸成績
(昭和51年度)

系

統

区 間 走行キロ U' :|l 収 入 費 用 差 引
キ ロ 当 り 収 支

* * サ .
収 入 費 用 差 引

2
早

健 等 血1 千人 千円 千円 千円 円 円 円 %

～

田 崎 橋

( 9.2 Km )

1,093,429.8 9D 2 3 679,966 903,041 ∠ゝ 223.075 621.87 825ー88 ∠ゝ 204.0 1 34 18

3

早

体 育 鋸

～

上弛本駅前

C 6 .7 血1)

321,224.2 2,294 185,187 265,339 ∠ゝ 80.152 576.50 826.03 ∠ゝ 249.53 2 9.58

計 1,414,654.0 ll,317 865.153 260,345 ∠ゝ 303,227 611.57 825.91 -a 214.34 33.13

(注)乗客1人当り料金収入
定期外　66.91円
定　期　39.58円
平　均　59.84円
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(4)電車運行要領(昭和51年5月20日実施)

系統
項 目

2 号 3 号

運 行 区 間

熊本駅前～健軍 ( 8.7馳l)

田崎橋～健軍 ( 9.2 Km )

戟.‥.‥上熊本駅～神水橋( 7.9 Km )

( 6 ‥5 2 ~ 8 : 3 8 )

昼夜.日...上熊本駅～健軍 ( 9.4 Km )

営 業 時 間 6 : 0 0 ~ 2 3 : 1 5 6 :3 0 ′~ 2 2 : 1 5

運 転 方 法

ダイヤ運転 ダイヤ運転

夜間帝時間表 .表示

( 2 0 : 0 0 から最終までの時限表を各停

留所に表示 )

終日時間表 . 表示

(5)在籍車両数

車 両 年 厚 4 7 4 8 4 9 5 0 5 1

求

ギ
I
車

ワ:/ マこ/ 3 7 3 7 3 7 3 7
3 7

(連接車2両を含む)

ツーマン′ 3 3 0 0 0

計 4 0 4 0 3 7 3 7 3 7

(6)料 金　昭和51年　9月28a認可
昭和5 1年1 0月　6日実施( 6カ月は暫定運賃を適用)

普

種別

運賃市

運 賃

大人 ( 中学生以上) /J、児 ( /j、学生以下 ) 特 殊 運 賃

対キロ区

間制運賃

最初の4 h 1までは 8 0 円 1 2 才未満の者、大人運賃の半 身体障害者手帳の交付を受

4 Jh を超え7血lまでは 1 0 0 円 額、6 才未満の幼児は保護者同 けている者及び介護人0

7 Km を超えるときは 1 2 0 円 伴の場合に限 りその 1人は無料 諸施設により養護人は保護

過

逮

fi

(.喜買蓋窯 三塁三軍 芸言管) とする を受けている者及び付添人

団 体 旅 客 運 賃 団 体 旅 客 運 賃 の

割 引 方 法
大人 ( 中学生以上 ) 4、児及び特殊

5 0 人以上の団体で同時に一定 左記の団体で4、学生以下の小児 基準となる普通旅客運負か

の停留所で乗降する場合 及び身体障害者並びに垂護施設 らその運 賃の 1 0 0 分の

児童の団体 2 5以内の教を割引した額

定

期

旅

客

運

質

種 別 期 間 割 引 率

通 勤 大 人
1 カ 月 普通運賃 ×6 0 × 0 .7 5
S ヵ 月 1 カ月券 ×3 ×0.9 5

通 学 (A 唖 主票 月 普通運賃 ×6 0 × 0.5
1 カ月券×3 ×0.9 5

通 学 (B 種 ) 1 カ月
S ヵ月

苧碧芳 算: 宣告 0..9 芸 5

通 勤 通 学
1 カ月
S ヵ月

通勤定期×吉十 (通 学A 種 )

な し

通 勤 (全線〉 1 カ月 改正前運賃 × 1.5

電 車 .バ ス 1 カ月 電車と自動車路線が 並行 してい る区間を利用す るもので、 電車 と自

共 通 定 期 3 カ 月 動車 の定期運賃の うちいず れか高額 とな る運賃
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4　自動運送事業

(1)輸　送　状　況
乗　合　昭和2年11月23日事業開始

貸　切　昭和6年　5月23日事業開始

年 度

単 項 区 分

4 7 4 8 4 9 5 0 5 1

乗 合 貸 切 乗 合 貸 切 * 」蝣 貸 切 乗 合 貸 切 乗 合 貸 切

年 間 輸 送 人 員 3 83 80,199 3 095 49 36.8 96.42 0 28 9,1 32 36,3 58,06 7 2 67.79 9 34.7 19.959 2 14.725 32.9703 8 1 198.8 45

年 間 走 行 キ p (km ) 7,5 849 6 6 7 75,6 4 7,3 2 1.08 2: 6 5 1.8 17 6即 3.35 2 53 7,312 6,8 322 96 3 9 08 28 6,860,9 6 7 3 36,09 2

使 用 車 両 (両 ) 64.56 4 7.115 62.80 0 9.3 88 62,05 0 55 3 1 6 1.7 17 4,34 3 62,225 3,606

利 用 率 (% ) 2 2.7 - 2 15 20.8 - 19.3 - l8 2 -

乗 車 料 収 入(円) 11捌 4) a)抑 1.419;獅 〔 1536鴎;i58 16割 伽010 14邸 2,491 1971細)P 0 14軸51711 2物恥 ル l邸瑚

日

辛

均

輸 送 人 員 1 05.15 1 84 8 10 1.08 6 7 92 99,6 11 7 3 4 9 4 363 5 8 7 903 30 5 45

走 行 キ ロ(kd 20.78 0 2 .125 20 .05 7 1.7 85 18.69 4J 1.4 72J 18,667 1.06 7.8 18,79 7 9 20,8

使 用 車 両 (両 ) 176 19 1 72 1 69 170 1 5 168.6 115 1 705 99

一乗 串 料収 入(円) 3,0 22,698 3 28,89 7 33 883 7 2 4 20.8 44 4 .48 0.559 408,1 16 53 8 7.5 96 4 00.14 1 5.5 453 8 1 353.09 2

- ^

口

車 均

:k

輸 送 人 員 5 94.4 587 5 - 58 6 - 5 625 - 53 0 -

走 行 キ ' (k m) 117.4 11 6fi - 1 10∫) - 0.7 - 1103 -

乗 車 料収 入(円) 17.089 22,6 00 - 2 63 56 - 3 19 50 - 325 2 4 -

定 速 度 (kウ/包 ) 13fl 136 - 136 - 13.4 - 13 .6 -

(注) 4 8年度以降の表定速度は総所要時分から起終点の調整時分を差引いて計節した

(2)営　業　路　線

郡 項 年 度 4 7 4 8 4 9 5 0 5 1

免 許 緒 線 (k m) 1 3 8 .3 3 5 1 3 8 .5 4 5 1 4 0 .3 5 5 1 4 5 .8 5 5 1 4 7 .0 3 5

営 業 路 線 (也 ) 1 3 9 .2 3 5 1 3 8 .5 4 5 1 4 0 .3 5 5 1 4 5 .1 5 5 1 4 7 .0 3 3

休 止 路 線 (kd 0 .4 0 .4 0 0 .7 1.9

停 留 所 放 (カ所 ) 3 7 2 3 7 2 3 7 4 3 9 5 3 9 7

仲 間

留 拒

所 離

戯 艮 (km ) 2 .2 2 .2 2 .2 1.6 1 .6

最 短 (km ) 0 .1 0 .1 0 .1 0 .1 0 .1

平 均 (k m) 0 .3 7 2 0 .3 7 2 0 .3 7 5 0 .3 6 9 0 .3 7 0

運 系
疏

転 数

脂 線 ぴ醜め 2 9 2 9 2 6 2 6 2 6

系 統 数 (系 紛 1 0 5 1 0 4 1 0 1 9 6 9 8

選 且巨

転

」

統 離

総 艮 (k m 8 4 1 .8 8 3 1 .1 8 3 5 .2 8 0 6 .2 8 5 1 .7

最 良 (km ) 1 9 .2 1 9 .2 1 9 .6 2 2 .6 1 7 .6

放 短 (kめ 1 .5 1 .5 1 .8 1 .8 1 .8

平 均 (k m) 8 .0 2 7 .9 9 8 .2 7 8 ,4 8 .7
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(3)パス専用レーン

区 間 距 離 通 用 時 間

専

用

東郵便局前交差点～熊本城 前交差点 上 .下 5 .8 -�" ラツy l 時間帯 / 7 :oo ~ 9 :oo ¥V i7 :o o ~ i9 :oo /

明年橋通 Y) ～水道町交差点 上 .下 1.1

レ′ 南熊 本駅 前～辛島町交差点 上 .下 3.0

I

こ/

浄行寺交 差点 l下 0.1

計 1 0

(4)　在籍車両数

年 度

車 両
4 7 4 8 4 9 1 5 0 5 1

乗

合

ワ :/ マ ン′ 1 8 0 1 8 3 2 0 2 2 0 2 2 0 7

ツ ー マ ン′ 2 7 2 1 3 3 3

貸 切 2 4 2 4 2 3 2 3 1 8

計 2 3 1 2 2 8 2 2 8 2 2 8 2 2 8
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(5)路線別運輸成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和5 1年度)

*

香
早

路 線 名

( 系統 数 ) 走 行 キ ロ 乗車人員 収 入 費 用 差 引

i .P 当 り 収 貢
乗 車

効 率
収 入 費 用 差 引

1 第 1 環 状 線(2 )

kn

59 6β72

千人 千円 千円 千円 円 円 円 %

4,4 1 1 :犯3,313 2如,735 4 2 ,5 78 44 1ユ5 3 69 .82 7 1.33 3 2 5

2 第 2 環 状 線(2) 490,82 1 2,694 173超的 179,'弧 ∠巧,14 0 354 .14 366 .6 5 ∠̂12.5 1 2 2 2

、3 池 田 大 窪 痩 (6 ) 31 7,2 86 1,694 108 2 13 115園 ∠汀,04 6 34 1.0 6 36 32 7 .△2 2.2 1 15.2

4 新 外 京 塚 線 (8) 64 1,8 93 3 ,59 5 249 ,255 236即 12 ,6 65 38 8 .3 1 36 8.58 19.73 26 .2

二 5 帯 山 川 尻 線 (6) 1,154β31 4β0 6 366 501 421,961 △6 5,4 60 3 17.3 4 36 5.3 6 ∠さ4 8l昭 24 .1

6 島 崎保 田窪線.00) 38 8β94 2 ,19 7 155 .α77 148 329 62 48 39 8 .97 38 2.9 0 16.0 7 24 .9

8 楠 田 地 縁 (8) 四方 池立 田線に含む

9 四方独立EElロ線 (8) 90 6,90 6 5,16 7 349,927 :弘1,145 8,782 38 5.85 37 6.16 9 .69 2 9.6

1 0 野 口 南 町 線(10) 56 8,6 3 5 1,44 0 114 ,115 207 ,164 ∠8 3,049 20 0.68 36 4 .32 ∠¥L63.64 1 5.8

1.1 御 幸 木 部 線 (2) 14 92 9 5 55 4 42 ,412 5 3.871 ^ 1 1,459 2 84 .08 36 0.84 Z iJ 6 .76 2 0.6

1.2 花 園 柿 原 線 (3) 2 1 43 4 9 1,167 7 85 60 77,678 882 366 .5 1 3 62 .39 4 .12 2 7.7

1 3 川 尻 線 01) 青 山川尻線 に含 む

1 4 画 図 線(4) 2 1 1.44 9 9 97 70,449 78 391 △S .542 33 3.17 3 73 .5 7 ;M 0 .40 19 .9

、1 5 S B華 S I

野口南町線に含む16

1 7

1 8 東 町 団 地 線(5) 13 5β88 436 2 4,781 48,731 ∠ゼ3,9 50 18 2.3 6 358 .6 1 Z^176.25 2 0 .6

1 9 中 央 環 状 線(1) 2 6 5,5 10 999 62 ,131 95,381 .ベ3 3.2 50 23 4.0 1 35 9.2 4 △125.23 12 .4

2 0 上部捧昭 和町線 (3 ) 24 3.8 02 95 0 68 ,958 89,725 △2 0,7 67 28 2.84 36 8.0 2 ∠:虫5.18 17 .7

2 1 高 平 団 地 線 (1) 8 1,3 19 26 7 2 0,耳氾 29,4(刀 ∠退,849 25 2.83 36 1.6 5 z^108.盟 2 7.4

2 2 県 会議 事 堂線 (2 ) 5 6,4 82 26 1 18,鴫 20,719 ∠唱,054 33 0.4 6 36 6.82 ∠3 6.3 6 20 .5

2 4 城 北 腺 (1) 上熊本腺に含む

2 5 島 団 地 線 (1) 野口南町線に含む

2 7 上 熊 本 線(3) 2 8 1,64 7 9 28 66施 100,768 ∠23 4,2 02 2 36 .35 35 7.78 ∠止2 1.4 3 2 3.6

2 8 rn n x m

4) 13 0,79 1 4 00 28 ,559 4 7,138 A 18 S 7 9 2 18 .36 36 0.4 1 ^ 142.1万 19 .2
2 9 (

民事団地線

合

計

臨 時 ( 日鹿 ) 24,397 7 U 3 6 8,739 ∠ゝ 7,60 3 4 5.5¢ 3582 0△,3 12.6 4 13

路 線 計 (9 8); 6S 60.9 67 32 .97 0 22 6 25 98 25 22 ,793 △25 9,7 95 32 93 4 36 7.7 0 ∠二g 7B 6 19.7

貸 切 計 336 ,0 92 19 9 144 ,554 219ユ76 ∠ゝ74 ,6 22 4 30.10 65 2 .13 △辺2 .03

合 計 7 ,19 7,0 59 3 3,16 9 2 4α7,552 2.741.969 33 4,4 17 33 4.5 2 380 .9 8 ^ 4 6.46

(注)乗客1人当り料金収入(路線ノミス)

定期外　63円59銭

定　期　55円85銭

全　体　61円39銭
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(6)料金

ア乗鯛動韓車料金票≡ :芸1.9岩2:呂雲芸。 6カ月間珊定塀を適用)
(普通料金)

種 別

運賃琳

運 賃 ^ sォa 旅客運賃の割引を通

用するもの
割引の適用方法

大人 ( 中学生以上) 小児 ',)、学生以下) 大人 * A

対 キ ロ

区間制

最初の2kmは基準賃率3 2 大人運賃の半額.

円 円

3 0

身体障害者手帳の交 普通運算の5 割

円、2 knを越え1 5km まで 但し1 0 円未満 付を受けている者及 引、但 し1 0 円

は賃率 1 3 円 5 0 銭、1 5 は 1 0 円に切り 6 0 び介護人O 未満は 1 0 円咋

血以上 3 0 km * では賃率を 上げ 諸施設により養護又 切 り上げ
運 賃 1 割減じた賃率で計算 した

顔

は保護を受けている

者及び付添人

(定期旅客運賃)

毒 別 期 間 割 引 率

通 勤 大 人
1.カ 月 当該区 間の基準運賃額 × 6 0 × 0.7 5

S ヵ月 1 カ月運賃 額× 3 l× 0.9 5

小 児 1 カ月 通勤大人 1 カ月運賃 × 0.5 ▼

( 通 学 以 外 ) 3 カ月 〝 3 カ月 〝 × 0 .5

通 学 大 人 1 カ月 当該区間の基準運賃叡 × 6 0 × 0.6

(中 学 生 以 上) 3 カ月 1 カ月運賃額 × 3 × 0 .9 5

通 学 小 児 1 カ月
通学 大人 1 カ月運賃 × 0 .5

(小 学 生 以 下 ) 3 カ月 〝 3 カ月 〝 × 0 .5

通 勤 通 学

1 カ月

3 +> H

全区間往復乗車 となる場合 ( 大人通勤定期額十大人 通学定期釦 ×喜

その他の場合は吉

1 カ月券 × 3 × 0.9 5

身 通 勤 1 カ 月 通勤大人定 期運賃額 × 0 .7

体

障

盟
ロ

大 人 S ヵ 月 1 カ月運賃額 × 3 女 0.9 5

通 学 1 カ 月 通学大人定 期運賃叡× 0 .7

者 大 人 3 .カ 月 l カ月運賃額× 3 × 0.9 5

電 車 . バ ス 1 カ 月 電車 と/ {ス路線が並行 してい る区間を利用す るもので、電 車 とJ/ミスの定

共 通 定 期 S ヵ 月 期運賃の うち同額かいづ れか高額 となる運賃
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(回数旅客運賃)--全券種　電車・バス共通

* a S Ctt 内 容 適 用 方 法 備 考

也

6 0 0 円券 1冊 6 0 円券 ×1 1 枚綴

乗車区間の運賃教 に

合わせて使用
電 車パス共通

7 0 0 円券 1 7 0 〝 ×1 1 〝

8 0 0 円券 1 8 0 〝 ×1 1 〝

9 0 0 円券 1 9 0 〝 .× 1 1 〝

日 1ー0 0 0 円券 1 1 0 0 〝 ×1 .1 〝

過

回

敬

旅

客

運

ォ

1▼1 0 0 円券 1 1 1 0 〝 X l l 〝

阻券 6 0 0 円券

組券 1,0 0 0 円券

組券 1,0 0 0 円券

阻券 1,0 0 0 円券

1

1

1

1

……R:* ………7 } 計 3 3機

…… " x l O" x 8 ヨ 計 2 8機

: : 響 : 輝 槻

三0 " ≡料 0傾

過

6 0 0 円券 1 6 0 円券 × 1 3 枚綴

乗 車区間の運賃革に

電 車パ ス共通

7 0 0 円券 1 7 0 〝 × 1 3 〝

8 0 0 円券 l 8 0 〝 ×.1 3 〝

学

回

敬

旅

客

運

質

9 0 0 円券 l 9 0 〝 × 1 3 〝

1,0 .0 0 円券 1 l o o ″. × 1 3 〝

1,1 0 0 円券 1 1 1 0 〝 × 1 3 〝 合わせて使用0

6 0 0 円券

組券 1.0 0 0 円券

組券 1,0 0 0 円券

1

1

1

…… //// ………ヨ 計 3 9 機

……芋 …l:…JB 計3 2 枚綴

……R =7 … ……7 } 計5 4 機

学校または身体障害

者福祉法 に規定す る

諸施設 に通学 6畠圃)

す る者

( 身分証明必要 )
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昭和49年10月19日認可
イ　貸切自動車乗車料金　　昭和49年1 0月29日実施

区

分
鐘 別 算 出 基 礎 大 型 車 中 型 車 小 型 車 備 考

辛

ロ

刺

運

質

1 幸 l kn

当. り 運 賃

1 0 0 km まで の l kn に つ き

円

3 6 0

円

2 8 0

円

2 5 0 大 型車

車 両 の 長 さ 9 メI ト

ル以 上 また 旅 客 席数1 0 0 km を こえ
2 7 0 2 1 0 1 8 0

3 0 0 km まで の 1 km に つ き
5 0 人 以 上

中型 車

大型 車 、小 型 車 以外

の もの

小 型 車

車両 の 長 さ 7 メー ト

ル以下 で か つ 旅 客席

数 2 9 人 以下

3 0 0 k m を こえ 1k m に つ き 2 2 0 1 8 0 1 5 0

時

間

刺

運

g

基 本 運 賃 1 時 間 以 内 9,8 0 0 7 ,6 0 0 6 ,7 0 0

時 間 I S
1 時 間を こえ 8 時 間 まで の 1 時

間 につ き 6,5 0 0 5 ,1 0 0 4 5 0 0

料

金

深 夜 早 朝

運 行 料 金
1 時 間 に つ き 1,5 0 0 1ー5 0 0 1 ,5 0 0

時 間

待 機 料 金
1 時 間 に つ き 2 .0 0 0 2 ,0 0 0 2 ,0 0 0

宿 泊

待 機 料 金
1 泊 に つ き 1 4 ,0 0 0 1 4 β0 0 1 4 ,0 0 0

回 送 料 金

2 0 k m を こえ る

1 k n につ き

10 0 k m まで 2 1 0 1 9 0 1 6 0

1 0 1 k皿以 上 1 9 0 1 4 0 1 1 0

航 送 料 金 l 時 間 に つ き 2,0 0 0 2 ,0 0 0 2 ,0 0 0

特 殊 車 両

割 増 料 金

運 賃 の

5 割 まで

運 賃 の

5 割まで

運 賃 の

5 割 まで

-253-



5　経　営　状　況
(単位　円)

事 項 年 .皮
4 7 4 8 4 9 5 0 5 1

vJi

道

辛

業

総 収 益 3 9 1 ,7 5 8 ,0 0 7 5 1 8 ,0 9 2 ユ 0 9 6 7 4 ,4 7 4 ,3 7 4 8 5 8 3 9 3 4 9 5 8 6 5 .1 5 3 ,0 9 1

乗 車 料 収 入 3 6 4 ,1 6 7 ,1 9 6 4 6 2 ,1 6 8 ,8 7 2 5 3 3 ,9 7 8 ,5 2 7 7 1 1 5 5 0 9 5 0 6 7 7 2 1 6 3 9 3

そ の 他 収 入 2 7 ,5 9 0 ,8 1 1 5 5 ,9 2 3 ,2 3 7 1 4 0 ,4 9 5 .8 4 7 X 4 6 8 4 2 5 4 5 1 8 7 3 3 6 P 9 8

総 費 用 7 1 8 ,6 7 5 β 3 4 8 0 2 ,4 9 5 万 3 0 1 ,1 1 5 .8 5 6 3 5 2 1 1 6 1 1 9 7 ,4 4 9 1 ユ 6 8 3 8 0 5 7 7

人 件 曹 5 7 8 ,4 0 0 ,9 6 2 6 3 8 ,4 4 2 ,9 7 5 8 8 4 ,5 9 8 ,5 0 9 9 0 6 6 0 5 声2 3 9 0 8 P 3 5 8 3 9

減 価 償 却 賢 4 4 ,9 4 0 ,3 3 1 4 2 ,3 2 8 ,7 7 0 3 9 ,5 6 7 ,7 4 7 3 1,7 0 5 6 7 1 2 4 β4 4 β4 8

電 力 費 2 0 ,9 2 1 ,7 0 0 1 8 ,4 6 1 ,2 5 5 2 6 ,0 7 9 β 5 9 2 9 ,4 9 3 ,7 3 1 3 2 ,1 7 2 ,4 7 5

」 ik 利 息 5 2 ,6 4 7 ,9 3 5 7 5 2 4 2 3 3 6 1 2 7 ,4 5 7 ,8 9 8 1 4 7 ,7 5 8 3 6 0 1 5 6 0 2 2 9 2 4

修 繕 費 7 5 3 1 ,1 1 7 1 0 ,3 1 8 ,5 0 0 1 4 ,6 2 7 ,5 6 1 1 6 ,1 1 1 ユ8 6 1 5 ,4 7 9 3 2 0

そ の 他 1 4 5 3 3 ,8 8 9 1 7 ,7 0 1β 9 4 2 3 ,5 2 4 ,7 7 8 2 9 ,5 2 2 6 7 8 3 1 β2 5 ユ7 1

単 年 度 損 益 3 2 6 .9 1 7 ,9 2 7 8 4 ,4 0 3 ,4 2 1 4 4 1 ,3 8 1 ,9 7 8 ∠̂ 3 0 2 3 0 3 9 5 4 ∠3 0 3 2 2 7 ,4 8 6

累 積 .欠 . 損 金 1 .3 4 7 万6 4 ,5 2 8 l t6 3 2 .6 6 6 ,1 5 3 1 -9 2 7 ,9 8 4 ,6 2 5 2 1 4 2 S 8 5 5 1 0 2 3 4 9 (3 3 7 声4 9

自

動

幸

運

総 収 益 1 ,2 7 5 .5 9 0 ,8 3 1 1 ,6 9 4 0 1 1 B 0 5 1 ,9 7 4 ,1 9 2 ,6 5 2 2 3 1 4 2 9 7 ,4 3 9 2 ,4 0 7 声5 2 ,4 3 2

乗 車 料 収 入 1,2 2 3 ,9 9 8 4 4 0 1 ,5 7 3 ,2 9 2 ,6 8 8 1 ,7 8 4 ,3 6 6 ,5 0 1 2 ユ1 8 3 1 1声8 1 2 ユ5 2 9 4 2 ,8 7 0

そ の 他 収 入 5 1 ,5 9 2 ,3 9 1 1 2 0 ,7 1 9 ,1 1 7 1 8 9 β 2 6 ,1 5 1 1 9 5 β 8 5 5 5 8 2 5 4 6 0 9 ,7 6 2

総 費 用 1 ,5 3 8 ,9 7 8 ,7 5 6 1 ,7 5 7 ,4 9 6 ,4 0 1 2 2 0 5 ,7 1 7 ,3 4 1 2 ,4 7 7 1 0 6 ,4 9 4 2 7 4 1 5 6 9 ,7 6 9

人 件 .管 1 ,1 8 2 ,0 2 4 ,6 6 0 1 ,3 5 8 β 1 9 ,5 0 3 1 ,6 6 0 ,6 9 2 2 7 4 1 3 7 8 2 2 7 β5 6 2 0 8 5 D 1 8 3 7 3

減 価 償 却 費 7 0 ,2 0 1 ー1 4 2 6 9 ,6 0 8 ,9 0 9 1 0 4 β 0 1,3 4 6 1 2 9 ユ3 0 ,1 0 1 1 4 1 ,7 0 5 ,4 0 9

燃 料 雫 8 0 ,9 7 6 ,3 8 7 8 7 β9 1,9 3 5 1 1 7 5 0 8 β4 0 1 2 2 2 2 6 2 7 6 1 4 1 ,1 2 4 0 3 1

送 支 払 利 息 5 0 ,7 2 9 5 5 2 1 6 ,9 7 2 ,4 0 4 9 6 ,9 6 7 β0 0 1 1 1 β6 5 2 7 1 1 2 5 3 9 6 5 6 5

辛

業

修 繕 費 4 8 3 0 0 ,3 3 1 5 9 ,2 2 4 ,3 9 5 7 0 ,9 7 3 ,9 3 7 6 9 ,3 3 3 ,6 6 4 7 3 1 6 8 6 7 1

そ の 他 1 0 6 ,5 4 6 ,9 8 4 1 2 0 ,9 7 9 月 5 5 1 5 5 2 7 4 ,1 4 4 1 6 6 ,3 2 3 ,3 2 6 1 7 5 5 5 6 7 2 0

単 if- re ォ ss ∠ゝ 2 6 3 ,3 8 7 β2 5 6 3 ,4 8 4 ,5 9 6 3 1 ,5 2 4 ,6 8 9 d 6 2 β0 9 0 5 5 △3 3 4 4 1 7 芦3 7

泉 横 欠 損 金 6 2 1 ,9 5 9 ,7 5 8 6 9 0 ,9 9 4 β0 0 8 5 9 ,0 8 9 ,3 3 9 9 7 4 9 1 5 )3 1 0 1 ,1 0 4 9 2 7 3 8 9

計

総 収 益 1 ,6 6 7 ,3 4 8 β 3 8 2 2 1 2 ,1 0 3 ,9 1 4 2 ,6 4 8 ,6 6 7 ,0 2 6 3 ユ7 2 5 9 0 3 3 4 3 2 7 2 7 0 5 5 2 3

乗 車 料 収 入 1 ,5 8 8 ,1 6 5 β 3 6 2 ,0 3 5 ,4 6 1 ,5 6 0 2 ,3 1 8 ,3 4 5 ,0 2 8 2 β2 9 声6 2 声3 1 2 8 3 0 ,1 5 9 6 6 3

そ の 他 収 入 7 9 ,1 8 3 2 0 2 1 7 6 ,6 4 2 ,3 5 4 3 3 0 ,3 2 1 ,9 9 8 3 4 2 β2 8 ,1 0 3 4 4 2 5 4 5 8 6 0

総 費 用 2 2 5 7 ,6 5 4 ,6 9 0 2 ,5 5 9 ,9 9 1,9 3 1 3 ,3 2 1 ,5 7 3 ,6 9 3 3 8 3 8 芦0 3 9 4 3 3 9 1 0 3 5 0 3 4 6

人 件 費 1 ,7 6 0 ,4 2 5 β 2 2 1 ,9 9 6 ,4 6 2 ,4 7 8 2 ,5 4 5 2 9 0 ,7 8 3 2 ,7 8 4 声3 3 β7 9 2 9 9 3 0 5 4 2 1 2

減 価 償 却 費 1 1 5 ,1 4 1 ,4 7 3 1 1 1 ,9 3 7 ,6 7 9 1 4 3 ,8 6 9 ,0 9 3 1 6 0 β3 5 ,7 7 2 1 6 6 5 5 0 2 5 7

電 力費 .燃 料費 1 0 1 .8 9 8 ,0 8 7 1 0 6 ,1 5 3 ,1 9 0 1 4 3 ,5 8 8 ,4 9 9 1 5 1 ,7 2 0 j0 0 7 1 7 3 2 9 6 5 0 6

支 払 利 息 1 0 3 ,3 7 7 ,1 8 7 1 3 7 5 1 4 ,7 4 0 2 2 4 ,4 2 4 ,8 9 8 2 5 9 β2 3 5 3 1 2 8 1 ,4 1 9 ,4 8 9

修 繕 費 5 5 ,7 3 1 .4 4 8 6 9 ,5 4 2 ,8 9 5 8 5 β0 1 ,4 9 8 8 5 .4 4 4 β5 0 8 8 β4 7 9 9 1

そ の 他 1 2 1 ,0 8 0 ,8 7 3 1 3 8 ,6 8 0 ,9 4 9 1 7 8 ,7 9 8 ,9 2 2 1 9 5 β4 6 ∫)0 4 2 0 7 芦8 1 β9 l

単 年 度 損 益 ∠道 9 0 ,3 0 5 β5 2 3 4 7 ,8 8 8 )0 1 7 ∠ゝ 6 7 2 ,9 0 6 ,6 6 7 ^ 4 6 5 6 1 3 0 0 9 △6 3 7 β4 4 β2 3

累 積 欠 損 金 1 ,9 6 9 ,5 2 4 2 8 6 2 ,3 2 3 ,6 6 1 ー0 5 3 2 ,7 8 7 ,0 7 3 ,9 6 4 3 1 1 7 β 0 0 5 2 0 3 ,4 5 3 9 6 4 9 3 8
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6職員数及び給与

(1)部門別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭52.4.1現在)

部P覗 lj

職 種 別 Il

一 般 管 理 電 車 ノミ ス .計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

特 別 威 1 1 1 1

事 務 膿 2 7 6 3 3 12 2 1 4 4 1 3 4 4 8 0 l l 9 1

技 術 膿 4 5 4 5 4 2 4 2 8 7 8 7

運 転 手 7 4 7 4 3 3 0 3 3 0 4 0 4 4 0 4

車 掌 2 2 8 2 6 3 4 1 0 2 6 3 6

そ の 他 9 1 1 0 2 4 1 2 5 5 0 1 5 1 8 3 3

計 3 7 7 4 4 1 5 7 3 16 0 4 7 1 3 0 5 0 1 6 6 5 4 0 7 0 5

(2)部門別1人月平均給与額等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭5 2.4月分)

部 門 別

事 項
一 般 .管 理 電 車 ノて ス 計

基 本 給 (円) 2 1 7 ,2 9 1 2 2 6,6 4 6 1 7 0,1 1 4 1 8 5,8 0 4

特殊勤務手当 (F9 1 7 7 4,8 8 6 5,7 9 9 5.2 3 9

超i腺 顧手当 (円) 7,1 1 6 6,2 6 9 1 3 ,9 5 1 l l.7 9 2

その他の手当 (円) 7,5 4 7 5,4 1 8 5,9 9 8 5,9 6 5

合 計 era 2 3 2 ,1 3 1 2 4 3.2 1 9 1 9 5,8 6 2 2 0 8,8 0 0

年 齢 (才) 4 6 .8 5 0.6 4 1一8 4 4 .0

勤 続 年 数 (午) 2 3.5 2 6 .5 1 4 .3 1 7 .6

(注)合計欄は特別職を疎く

7　施　　設

事 項

施設名
面 積 施 設 内 容

交 通 局
12,0 5 4 m 2

事務所 竃車車庫 車両整嘩工場 電車大江詰所

帯 山 営 業 所

16,1 1 7

帯山営業所 バス車庫

帯 山 整 備 工 場 整備工場

坪 井 営 業 所 6,5 3 8 営業所 パス車庫

本 山 営 業 所 6,2 7 2 バス車庫 小整備工場
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